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協 働 事 業 の 展 開 センターを活用した「協働」のしくみづくり お互いさまプロジェクト

概要：地域課題の解決を図るため“対話”に
よる「意見交換の場」、「気づき、学びの場」
となるラウンドテーブルを設けることで、各主
体の関わりを生み出しながら、課題解決の
対応策や協働事業の実現を目指す。

目的：市民総合交流センターでの交流を促進するしくみ、地域課題の解決を
図るための「意見交換の場」、「気づき、学びの場」となるしくみ、さらには
「ラウンドテーブル」等で、新しい協働事業を創出するためのしくみづくり
を行うことで今後の市民活動をさらに活性化させる。

【課題の共有】
テーマに合った悩みや
活動をする個人、団体が
意見交換を通して広く情
報を共有する。

【事業創出】
①で取り上げた話題
についてさらに関係機
関を招集し、課題解
決に向け深く議論する。

【マッチング】
事業化または新たな取組が展
開される際には関係機関のみで
取組に向けさらに議論を進める。

【事業展開】
マッチングした主体が連
携協力し事業を展開する。
（※当事業はStep③まで）

★事業創出

協働事業または

新たな取組

①課題の共有が
できていない

②課題の共有
コミュニティ形成

③情報発信など

課題解決型

価値創造型
キラリエサポーターとしてできること

●キラリエサポーターのあり方
→公益活動団体として私たちができること

令和３年度

今年度は試験的にキラリエサポーターを中心に、サポーターとして望ま
しい事業展開について、自身で話し合っていただく場とする。

●ワールドカフェ形式（約10テーブル“学び”“交流”“運営”等のテーマ）
→様々な団体と交流でき、自らの活動や他団体の活動について考える。

①地域にある
課題の可視化

②似た悩みを持った人
や解決できるアイデア
を持った人とつながる

③課題の解決や
新たな取組の展開

①他団体の活動や想いを知る

②新しい価値観の発見や自身の
団体の気づかなかった価値に
気づく

③新たな取組の展開


